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	迅速かつ継続的な開発を実現
	① アジャイル開発とPower Platform（Power Apps/Power Pages）の効果
	 リスクの軽減
	アジャイル開発では「動くアプリケーション」を用いて、クライアントからのフェードバックを受けながらプロジェクトを進行します。そのため、ノーコード／ローコード製品導入時に起こりがちなプロモーションイメージと実開発物との乖離、利用環境依存の問題、システムコンセプトとの差異などのリスクを早期に発見でき、期待値の適正化やリスク軽減を図ることができます。
	 継続的なシステム改善
	Power Platform（Power Apps/Power Pages）は、スクラッチ開発と比較して処理・構築が容易であるため、クライアントからの要望に基づいて継続的にシステムを改善することができます。
	② アジャイル開発に適したプロジェクトの特徴（例）
	 「多くのステークホルダー（利用者など）の意見を取り入れたい」プロジェクト
	※アジャイル導入にあたっての注意点※

